






2  5／31   一歴史的にみた革命の要  
因－   
3  6／7  人民公社の成立をめぐっ  
て   
4  6／21  文化大革命期の諸問題   
5  7／5  四つの現代化と現代中国   
受講生数：31名  
月／臼   丁 －  マ   講  師   
ロ  4／25  心臓病の危険因子   
医学部助教授  
馬渕 宏   
2  5／9  心臓病の血管と心筋の疾  保健管理 センター教授    患  元田   憲   
心施弁模症と不整脈につ  医学部請師  
3  5／23        いて   池田孝之   
4  6／6  外科から見た心嵐病   
医学部講師  
三崎拓郎   
5  6／20  スポーツと心臓   
教養部助教授  
沼 哲夫   
保健管理  
6  7／4  まとめ  センター教授  





固  月／ヨ   7‾ －  マ   諌  師   
近代知識人の   
ロ  10／3  古典ギリシャ観  
－－－－一過去と現在との対話－   
叙事詩に見る戦いと彷撞  文学部教授  
2  10／17        ーホメロスー   柏木英彦   
魂の宇宙   教養部教頗  
3  10／31        －ビュタゴラスー   澄田  宏   
抒情詩に見る恋と酒  
教養部数段  
4  11／14   －サッポーとアルカイオ スー   高禄通男   
悲劇に見る神々と人間  
5  11／28   ーアイスキュロス・ソポ  
クレス・エウリビデスー   
久保田息利   
哲学は死の練習   
6  12／12    教育学部教授    －ソクラテスとプラトンー  尼ヶ崎徳一   
講座名：北陸の地震学  
受講生数二 17名  
回  月／日   7‾ －  マ   講  師   
ロ  4／26  地震の原因   
理学部助教授  
河野芳輝   
世界の地震活動  
2  5／24   －プレート・テクトニクス説－   
3  6／14  日本の地震活動   
4  6／28  地震にともなう諸現象   
地震予知研究と  
5  7／12   北陸の地震   講座名：園 芸 講 座  
受講生数：13名  
回  月／臼   丁  ‾‾   マ 講  師   
ロ  10／4  果樹の栽培と特性   
教育学部助教授  
大川勝徳   
石川県砂丘地  
2  10／18  砂丘地の野菜栽培  農業試験場次長  
渡辺信利   




回  月／日  丁 － マ  鼓  師  ロ  5／17  歴史・地理・民族性  教養部教授 久富木成大  
ー 95 －   
4  11／15  ブドウの品種と栽培   
石川県立農業  
5  11／29  花き栽培と特性  短大助教授  
ブドウ栽培家 本 昌康          土屋照二  6  12／13  欧州造寛の歴史と特徴  教育学部助教授 大川勝徳   
（4）特別講演会   
大学教育開放センター設立十周年記念講演会  
1「日本と諸外国の大学入試」  
H 時：昭和61年11月27日㈹午後2：00－4：00  
場 所：石川県立社会教育センター 21号室  
講 師：中島直息（大学入試センター教授）  講座名：日本の政治を考える  
一政権交代なき政党政治を手掛りに一  
受講生数：23名  2 「文化と大学」  
日 時：昭和62年2月25El㈹午後1：30～3：30  
場 所：金沢市文化ホール  
講 師：三浦朱門（作家）   
回  月／日   丁 －  マ   講  師   
55年体制とその変容・崩  法学部教腰  
1  10／11        壕過程   鈴木 寛   
日本経済の成長と社会構  
2  10／25   造の変動   〃   
3  11／8  野党の体質と機能   
4  11／22  自民党の派閥とその功罪   
自民党を頂点とした利益  
5  12／6   団体と官僚との三角関係   
〃   
日本人の政治意識一生活  
6  12／20   保守主義の政治感覚－   
〃   
2 共催事業  
（1）夏期講座   
石＝県下19市町村において各教育委貝全等と共催による開放講座を  
実施した。その内容は以下のとおりである。  
七 尾 市 会 場  
時 刻13：3（ト15：30  
会 場 七尾市役所金満室  




月 日  講  義  題  目  許  師  8月26Ⅰ］  中国語を学ばう  教養部助放校   一計常会話と文の拇造－  井 波 律 子  9月2Ⅰ］    ロ  
受講生数：19名  
回  月／日   丁 －  マ   講  師   
1  11／12  家庭教育に求めるもの  文学部教授 田中富士夫   
家庭教育の現況を知る  
2  11／14   一石川県における   〃   
実態調査から一  
家族のなかの子ども  
3  11／19   一親子関係論をこえて－   
〃   
田中富士夫  
親のあり方を学ぶ  ゲスト：星梗女  
4  11／21         一親教育・親訓練の試み－  子短期大学教授  
石川正一   
地域の中の家庭  
5  11／26   一地域の教育力ー   
田中富士夫   
家庭教育と行政   
田中富士夫  
ゲスト：田鶴浜  
6  11／28         －ケース・スタディを  町社会教育主事  
中心として－   
清水 晃  
珠 洲 市 会 場   
会 場19：30－21二30  
会 場 珠洲市立中央公民館  
孤座名 心と身体の健康づくり  
月 8  静  養  題  目  講  師  8月20E】  薬草の見分け方・使い方  薬学部助教傾  木村久書  21E】  ゆたかな人生を求めて  金沢大学学長   ー漢詩の世界一  本 陣 良 平  22日  新時代の健康づくり  医環技術 短期大学邪教‡受 棒羽裕規男  
加 賀 市 会 喝   
時 刻 20：00－22：00  
会 場 分校地区会館  
月 日   荊  妻篭  題  目   ≡摺■■■Hl   
7月248  豊かな人生 一漢詩の世界一  金沢大学学長  本陣良平   
－ 96 －   
月 日   ±て■；－   一月■■■既   ≡   ．－摺■■■闇   
8月19日  世界の中の免租事情   教育学部助教腰   
村上和光   
22E】  第三世界の磯争背景と日本への影響  法学弥勒教授  鹿島正裕   
268  世界に生きる8本経済   経済学部助教授  
一円高に地場産業は生き残れるか－   相 田  武  
時 刻19：30－21：30  
会 場 作見地区会館  
講座名 よりよい人間関係をめざして  
月 日  笹  ・1■■■却■■■忙  荊  師  8月9EI  話し上手聞き上手になるには  教養部故綬  多田治夫  108  団体生活の中の入間髄係のあり方  開放センター助手  山本和人   
美 川 町 会 喝   
時 刻 20：00－21：30  
会 場 美川町社会福祉センター  
孤盛名 実りある人生をⅠⅠ  
時 刻 20：00－22：00  
会 場 金明地区全館  
瓜座名 心豊かな子を育てるために  
月 8   孤  幾  層  日   漁  師   
8月18日  集団の中で子どレは育つ   教育学部教授  
一触斌の子ども－  加上納 心 治  
月 日   講  義  題  呂   露  師   
7月30E】  21世紀に生きる子どもづくり   敬重部数授   
多Ⅲ治夫  
松 任 市 会 喝   
時 刻19：30－21：30（19：00－21：00）  
芸座冨芸≡霊諾≡…民館（ニ≡…；≡；…二芸芸≡慧 ）  
鶴 来 町 会 場   
時 刻 19：30－21：30  
会 場 鶴来町社会敵背センター  
講座名 視野を広げよう  
月 日   請  表  題  目   ；．■‘   ≡   
7月26日  ニューメディア   経済学部助教授  
－その現状と展望－  木 村 春 彦   
8月2E  産菓・緩湧の変化と豪産の変貌  教育学部教授  池井昭 夫   
9月2【】     ′ち 21世紀への地域づくり   経済学部助教授   
佐々木雅章   
1（柑  希望と活力あるまちづくt）   
11月29日  がんとは何か   がん研究所教授  
亀山息典  
月 日  講  義  題  目  請  師  9月5日  外国人からみた石川の風土と人間  教養部外国人教師 ビーター・インかム  12E】  和進する近代アジア  経済学部肋教登  内山雅生  
野 々 市町会場   
時 刻 19：30－21：30  
会 場 栗田公民館  
月 日   ；一■1■■■■F・ヨ■■■且   ；   請  師   
9月178  健康と薬草   薬学部助教授   
木村久舌  
根 上 町 会 喝   
時 刻 20：00－21：30  
会 場 根上町社会福祉センター  
講座名 再考・子育て教育のゆくえ  
河 内 村 会 喝   
時 刻 20：00－21：30  
会 場 河内相性民放合センター  
講座名 心豊かな子を育てるために  
月 日   ．‘■モ   』■■闘■■耶   猟  師   
8月4日  今様女大学－Lつけと価値観－  教育学部助教授  金子助祭   
7日  豪族のきずな   文学部敦子受  
一子育ての土壌をさぐる－  田中 富士夫   
9日  父よ滑れ   －父親の役割－  開放センター教子受  佐侶舅  伯  
月 日   ．明■■駐■■■－』■■■臆   講  師   
8月4日  子供のからだ   教育学郵教授   
坪野隆二   
6E】  今教育現場で   加 納 心 治   
8日  親の役割   教育学部助教授   金子勤■禁  
辰 口 町 会 喘   
鳴 刻19：30－21：30  
会 場 辰口町総合福祉会緒  
論座名 21世紀の夢 一科学技術の進歩と生活－  
鳥 越 村 会 喝   
時 刻 19：30－21：00  
会 場 鳥越村山相関発センター  
講座名 ふるさとの歴史  
月 日   菰  義  堰  ヨ   講 師   
8月4日  バイオテクノロジーと医学   がん研究所教授   
亀山息典   
6B  生命の科学  一人の生と死－  医学組数綬   永野耐造   
8日  コンピューターのゆくえ   工学部教授   
武郎 幹  月 E  講  義  題  目  ．1■■■■ll  8月5Ⅰ】  白山信仰と民俗  文学部非常勤講師  小倉 畢  29日    大 桑  斉  川 北 町 会 喝   
時 刻 20：00－21：30  
会 場 川北町文化センター  
落座名 未来への模索  
－ 97 －  
津 幡 町 会 喝   
時 刻 20：00→22：00  
会 場 津幡町中央公民館  
誰座名 望かな家庭づく1）をめぎLて  穴 水 町 会 場  
時 刻19二00－21：00   
会場 穴水公民館  
講座名 穴水町の活性化を考える  
月 日  ヨ■1   詔■■■毀   ≡  ；l」’膚■■■闇l  8月8日  高齢化社会を生きる  開放センター教授  佐伯信男  11E】  生活と健康管一理  教育学部教授  坪野隆二  
月 日   浪  兼  題  目   漁  師   
8月30日  地場資源（農林漁業）を見直す  経済学部教授   佐原甲書   
9月3Ⅰ】  企黄誘置と穴水の将来   経済学部助教授   
佐々木雅章   
9月5日  半島振興法と穴水の将来   教育学部教授   
池井昭夫  
青 菜 町 会 増   
時 刻19：30－21：00  
会 場 富来町中央公民館  
瓢座名 いま子どもたちが求めているものは何か  
また観たちに求められるものは何か  
門 前 町 会 嶋   
時 刻13：30－15：30  
会 場 門前町町民会館  
漁座名 地域・学校・家庭での教育  月 日  ㌢＝   班■■■睦   ；  講  師  8月58  母親の額いと父親の役割  教育学部助教授  金子助発  128  子育て、今、昔  開放センター教授  佐伯信男  月 日   講  義  閲  呂   誼  師   
8月23EI  地域の教育力   教育学部非常勤水師   
吉野有閑   
308  学校への期待   教育学部助教授   
山内芳文   
中 島 町 会 場   
時 刻19：30－21：00（土曜E＝ま14：00→16：30）  
会 場 中島町公民銅  
訪座名 万集散人の作風の消長  
月 日   ；■■＝、 ・1■■L三   ≡   孤  師   
8月2Ⅰ】  柿 本 人 麿   文学部教授   
島田昌彦   
168  山 上 憶 良  
ヽ 〃   
30日  山 部 赤 人  
9月4日  健点 と 旅 人   
11EI  大 伴 零 持  
（2）法学公開講座  
講座名：現代社会に生きる  
一市民生活と法律一 受講生数42名  
回  月／H   フ‾ －  マ  ．．司■■■■■   
ロ  9／4  最近の家族問題と立法・   法学部教授   
2  9／11  判例の対応  深谷松男   
情報公開制度  法学部教授  
3  9／18  情報化社会  
での市民の  
国籍と市民の  法学部助教授  
権利  
権利   出口耕自   
5  10／2   
生命の保護と刑法  
法学部助教授  
6  10／9   長沼範良  
7  10／16  社会保障「再編」と国民   法学部助教授   
8  10／23  医療  井上英夫   
消費者緯遺の変化と  
9  10／30  消費者生活  
10  11／．6  
の法律問題  
券の法律問質  
鹿 島 町 会 喝   
時 刻14：10－16：10  
会 場 鹿島町働く婦人の豪  
孤座名 生活セミナー  
月 日   註  講  師   
経済学部助教授  7月26日  くらLの経済学     一金利低下と円高について－  海 野 八 尋   
8月23日  思春期の饉   医学部附残病院助手   
杉田直通   
9月6日  石動山系の薬草   薬学凱助教授   
木村久喜  
鹿 西 町 会 喝   
時 刻14：20－16：20  
会 場 鹿西町会民館  
筑座名 野草と薬草  
3．調査研究事業   
（1）紀要  
紀要第7号の発行   
4．受託事業   
（1）社会教育主事講習   
－ 98 －   
月 日   孤  表  題  呂   ＝明■■■   
7月30Ⅰ】  薬草と濃方   薬学部助教授   
木村久書   
8月6【】  身近かな薬草・野草（野外探妨）  理学部鈎師  里見 信生   
20E】  薬草の使い方   薬学部助教授   
木村久吉  
福井大学助教授  
2  1b／11  森の世界と村の世界  
寺嶋秀明  
教養部教授  
中林伸治   
国立民族学博物館助手  
3  10／18  交易と戦闘  
秋道智溜  
文学部助教腰  
田村克己   
人間博物館リトル  
ワールド主任研究月  
4  10／25  アンデスの牧民と農民    稲村哲也  
文学部助教授  
鹿野勝彦   
東洋英和短大専任講師  
5  11／1  漢文化と民族文化  
横山康子  
文学部助教授  
田村克己   
富山大学助教授  
6  11／8  部族間の関係  
赤阪賢  
致姜部数綬  
中林伸治   
富山大学助教授  
7  11／15  カートス社会の体系  溝口常俊  
文学部助教授  
鹿野勝彦   
文学部助教腰  
田村克己  
8  11／22  ビルマの農民と僧侶  文学部助教授  
鹿野勝彦   
文学瓢助教授  
9  11／29   
ヒンドゥー教徒と  鹿野勝彦  
イスラーム教徒  文学部助教授  
田村克己   
大阪市立大学助手  
松田素二  
10  12／6  アフリカの都市に生きる    教養部教授  
中林伸浩   
名古畳大学助教授  
田  12／13   
東南アジアの  重松伸司  
インド系移民  文学部助教授  
鹿野勝彦   
南山大学助教授  
12  12／20  一つのコトパと  ベトロ・クネヒト  
多くのコトパ  文学部助教授  
田村克己   
教養部教腰  
稔括  中林伸浩  
13  12／27    一異文化、異民族、   
文学部助教授  
鹿野勝彦  
「人種」－      文学部助教授  
田村克己   
対象範囲 富山、石川、福井、岐阜の4県  
受講人月108名  





回  月／臼   7‾ －  マ   講  師   
ロ  10／11  ひとりで生きる   
教養部教授  
多田治夫   
2  10／18  人とのふれあい   〃   
3  10／25  人を見る   〃   
4  11／1  人の好ききらい   〃   
5  11／8  自分とのつきあい   
6  11／15  心を通わせる   〃   
7  11／22  ひとに影響される   
8  11／29  集団の中で   
9  12／6  「冷たい傍観者」   
10  12／13  親 と 子   
田  12／20  夫   婦   〃   
12  12／27  職場の人間関係   





回  月／巳   丁 －  マ   敢  師   
文学部助教授  
鹿野勝彦  





ー 99 －   
金沢大学大学教育開放センター紀要編集規定  
1金沢大学大学教育開放センター紀要（以下紀要という）は、大学教育の開放に関連する研   
究成果を発表するために毎年発行する。  
2 紀要の編集・発行のために編集委員会を設ける。委員会ほ大学教育開放センター運営委員   
から選出きれた委員若干名をもって構成し委員長は委員の互選により選出する。  
3 編集委員会は本規定ならびに別に定める執筆要項にしたがって次の事を行なう。   
（1）原稿の募集   
（2）論文内容審査   
（3）論文掲載の採否決定   
（4）紀要の編集・発行   
（5）審査員の委嘱   
（6）その他紀要の編集に関わること。  
4 紀要に投稿できる者は、次の者とする。   
（1）センター教官   
（2）現在センターの研究員である者、およぴ、過去に研究員であった者   
（3）センター間放講座講師   
（4）センター事業担当実施者   
（5）編集委員会が依頼した者  
5 紀要の発行予定日は、当分の間、当該年度末とする。  
6 論文抜刷は1論文につき100部筆者に進呈する。   
附則 この規定は紀要第2号より適用する。  
執 筆 要 項   
1原稿は大学教育開放センター（以下センターという）所定の原稿用紙を用いることとする。  





3 原稿が英文でない場合は英文のタイトルをつけ、また和文でない場合は和文のタイトルを   
つけ、原稿とともに提出する。  
4 表、図、写真などの番号は、図1（写真も含める）……、 表1……とし、番号及び標虜は、   
表の場合は表の上部に、図の場合は下部に書くこととする。これらのコピーを添付する場合、   
鮮明なものを提出する。  
5 原稿には英文の摘要を添えることができる。その場合は白紙に1行おきにタイプするもの   
とする。  
6 原稿の提出先はセンターとし、センターより編集委員会委員長が受理した日をもって、原   
稿受理Hとする。  
7 執筆者の校正は初校ゲラについて行なうものとし、その際誤植の訂正のみにとどめること   
を原則とする。原稿修正をやむを得ない場合は必要最低限にとどめることとする。  
2校目以後はセンターで行なう。  
－100－   
